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急性期病院からみた
医療介護改革

 病床再編

 人手不足

 テクノロジー



2025年、急性期病床が余り、
回復期・慢性期が不足する



神奈川県は急性期病床必要
数がほぼ現状維持

https://public.tableau.com/profile/kbishikawa#!/



横浜市中核病院
構想



横浜南部医療圏におけるDPC対象病院の診療実績
（平成23年度・24年度厚生労働省データ：MDC別全がん患者）

松田晋哉教授よりいただいたスライド





一兵卒！



これからの医療は人手不足との
闘い



人手に頼る時代は終わった











まとめー急性期病院の改革

 より急性期に特化

 地域連携

 高機能化

 人手不足を前提とした業務設計

 テクノロジーによる生産性向上



Best Practiceを共有しよう


